
令和８年度予算概要

○　主な予算内容

 （１）桜島フェリー施設長寿命化計画推進事業

 （２）桜島フェリーＰＲ・利用促進事業

 （３）遊覧船運航事業

 （４）桜島港フェリーターミナルコミュニティスペース等整備事業

 （５）サスティナ傘事業

 （６）桜島フェリー緊急対応訓練事業

　○　収支予算書 （単位：千円）
予　算

営 業 収 益 2,367,520

営 業 外 収 益 287,448

特 別 利 益 72,566

(A) 2,727,534

営 業 費 用 2,726,752

営 業 外 費 用 133,865

予 備 費 10,000

(B) 2,870,617

(A)-(B) △ 143,083

△ 139,787 (C)

補 助 金 203,683

企 業 債 181,100

収入計(税込) (D) 384,783

建 設 改 良 費 91,561

企業債償還金 412,943

船舶建造年賦支払金 31,879

支出計(税込) (E) 536,383

資本的収支不足額 (D)-(E) △ 151,600 (F)

損益勘定留保資金等 167,401 (G)

交通事業債（経営改善推進事業） 130,000 (H)

令和７年度末資金残 2,968 (I)

令和８年度末資金残予定 8,982 (C)+(F)+(G)+(H)+(I)
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区　　分

　 船舶乗降施設の長寿命化及びライフサイクルコストの縮減を図るため、航路附属施設長寿命化計画
 に基づき整備を行う。

　 桜島フェリーを積極的にＰＲすることにより、定期航路や貸切船などの不定期航路の利用を促進
 し、収益増につなげる。
 　関係部局や周辺自治体との連携や情報交換を行う。

　 桜島の大噴火に備え、避難港での住民救助を想定した船舶離着岸訓練を実施するとともに、緊急事
 態を想定した訓練を実施し、安全かつ迅速な避難作業等を行うため職員の的確な対応能力及び危機管
 理意識の向上を図る。

　 四季折々の錦江湾を楽しめる貸切船や夜の体験型観光コンテンツ「錦江湾ナイトクルーズ」、修学
 旅行向けＳＤＧｓ探求学習プログラム「桜島・錦江湾体感クルーズ」を運航するとともに、クルーズ
 船の受入れ体制強化のため、引き続き、マリンポートかごしまからの二次交通の取組を推進する。

　 コミュニティスペースの展示コーナーを拡充するほか、イベント広場にテーブル等を設置し、フェ
 リーターミナルのにぎわい創出や桜島地域の活性化を図る。

　 忘れ物・落し物の傘を活用し、フェリー利用者がターミナル近辺の施設等へ移動する際に利用でき
 る置き傘とすることで、資源の有効活用や利用者の利便性向上を図る。


